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地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提 出 区 分 令和２年（2020年）３月31日
整 理 番 号 課題区分 　　上田地域振興局

１　若者の地域への就業促進策の研究
　中学校が商工団体等の地域関係者と連携して実施しているキャリア教育について、学校教
員、生徒、商工団体関係者等を対象に調査・研究し、円滑な連携により成果を生み出すための
課題・方策等を報告書としてまとめる。
（成果を上げている学校、地域連携を始めた学校、未実施の学校、計3校を調査・研究対象とす
る。）

事業期間 令和元（2019）年11月 令和２（2020）年３月

実 施 機 関 上田地域振興局 担
当
課

商工観光課

事 業 名 若者の地域への就業促進
0268-25-7140

uedachi-shokan@pref.nagano.lg.jp

成果目標
（成果指標）

調査・研究会の実施、研究報告書、教材構成案を作成する。

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額 備考

若者の地域への就業促進策
の研究

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

　中学校での利用を念頭に、上田地域の産業・企業、そこで働く人の姿を紹介する教材を作成
するとともに、産学官連携によるキャリア教育支援の実践方法について研究・提言する。

現 状 と
課 題

　有効求人倍率が1.6を超える水準が続き、多くの企業で人手不足が顕著になっている。こうした
中、進学等で地域を離れる若者も多く、また公立化した長野大学では出身地に戻ることを希望
する県外出身学生が急増するなど、若者の地域への就業促進が大きな課題となっている。
　一方、学校におけるキャリア教育においては、地域の産業・企業について具体的に知る機会
をさらに増やすことが重要と考えられている。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

ヒアリング調査等の実施、報告
書、教材の構成案、作成手順と
りまとめ、印刷、発送

477,820
謝金、関連書籍購入費、報告書100
部印刷費等

今後の方向性
　本年度の成果に基づき、中学校での利用を前提とした、上田地域の産業・企業、そこで働く人
の姿を分かりやすく紹介する教材の構成案と作成手順をまとめる。

合　　　　　　計 477,820

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

　事業者へのヒアリングを２社、キャリア教育に成
果を上げている管内中学校へのヒアリングを２校、
さらにプロジェクト会議を５回開催した。
　中学校用キャリア教育教材の構成案と作成手順
をまとめた。
　なお、「長野県就業促進・働き方改革戦略会議」
上田地域会議及び中学校キャリア教育担当への研
究成果報告は新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止の観点から延期した。

　中学校が商工団体等の地域関係者と
連携して実施しているキャリア教育につ
いて、学校教員、生徒、商工団体関係
者等を対象に調査・研究し、円滑な連
携により成果を生み出すための課題・
方策等を報告書としてまとめることがで
きた。

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


